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ピクテ・ジャパン株式会社 
 

東京都千代田区丸の内2-6-1 
お問い合わせ窓口 
投資信託営業部 

電話番号 03-3212-1805 
受付時間：委託者の営業日の午前９時から午後５時まで 

ホームページ：www.pictet.co.jp 

  

iTrustティンバー 
愛称：木と環境と未来へ 
 

 

運用報告書(全体版) 
 

第３期 
 

決算日：2024年４月１日 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し

上げます。 

さて、「iTrustティンバー」は、2024年４月

１日に第３期の決算を行いましたので、期

中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますよう

お願い申し上げます。 
 

当ファンドの仕組みは次の通りです。  
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2021年３月31日（当初設定日）から無期限

です。 

運 用 方 針 

主に投資信託証券に投資を行い、中長期的

な信託財産の成長を図ることを目的に運

用を行います。 

主要投資対象 

①ピクテ－ティンバ－投資証券 

②ピクテ－ショートターム・マネー・マー

ケットJPY投資証券 

運 用 方 法 

①投資信託証券への投資を通じて、主に世

界の森林・木材に直接的・間接的に関連

する企業の株式などに投資します。 

②実質組入外貨建資産については、原則と

して為替ヘッジを行いません。 

主な投資制限 

①投資信託証券への投資割合には制限を

設けません。 

②投資信託証券、短期社債等、コマーシャ

ル・ペーパーおよび指定金銭信託の受益

証券以外の有価証券への直接投資は行

いません。 

③外貨建資産への実質投資割合には制限

を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針に基づ

き分配を行います。 

①分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越

分を含めた利子・配当等収益と売買益（評

価益を含みます。）等の全額とします。 

②収益分配金額は、基準価額の水準および

市況動向等を勘案して委託者が決定し

ます。ただし、必ず分配を行うものでは

ありません。 

③留保益の運用については、特に制限を設

けず、委託者の判断に基づき、元本部分

と同一の運用を行います。 
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○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2021年３月31日 10,000 － － － 122 

１期(2022年３月30日) 11,250 0 12.5 99.6 209 

２期(2023年３月30日) 10,569 0 △ 6.1 99.5 193 

３期(2024年４月１日) 14,427 0 36.5 99.2 220 
 

（注） 設定日の基準価額および純資産総額は、それぞれ当初設定価額および当初設定元本額を記載しています。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2023年３月30日 10,569 － 99.5 

３月末 10,729 1.5 99.6 

４月末 10,707 1.3 99.6 

５月末 11,183 5.8 99.6 

６月末 12,097 14.5 99.6 

７月末 12,275 16.1 99.3 

８月末 12,337 16.7 99.7 

９月末 11,965 13.2 99.6 

10月末 11,366 7.5 99.6 

11月末 12,514 18.4 99.7 

12月末 12,999 23.0 99.6 

2024年１月末 12,901 22.1 99.6 

２月末 13,436 27.1 99.6 

３月末 14,428 36.5 99.2 

(期  末)    

2024年４月１日 14,427 36.5 99.2 
 

（注） 騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 
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○当期中の運用状況と今後の運用方針 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

 

当期の基準価額は、36.5％の上昇となりました。 

 

  

  
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数がないためベンチマークおよび参考指数は設定していません。 

 

◇主な変動要因 

上昇↑・実質的に組入れているトール・ブラザーズ（米国、一般消費財・サービス）やスザーノ・パペル・エ・

セルロース（ブラジル、素材）などの株価が上昇したこと 

上昇↑・円に対して米ドルなどが上昇したこと 

 

  

基準価額等の推移 
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・世界株式市場は、期初から2023年７月にかけては、米地銀の破綻を受けた金融不安が各国当局の迅速な対応

を受けて和らいだことや、米国などでインフレ圧力低下の兆しが高まったことを受け、米利上げの最終局面

が近づいているとの観測が高まったことなどを背景に上昇しました。その後は、米大手格付け会社による米

国国債の格下げや、米国債発行増加による需給悪化懸念、根強いインフレ圧力などを材料に高金利環境の長

期化への警戒感が高まったことなどから、10月末にかけて世界の株式市場は下落しました。期末にかけて

は、米国や欧州でのインフレの沈静化に進展がみられたことや、主要中央銀行による利上げ停止および利下

げ観測が高まったこと、堅調な米景気指標などを背景に米国経済のソフトランディング期待が高まったこ

となどを材料に、世界の株式市場は上昇しました。 

・為替市場では、期初の2023年４月から６月にかけては、金融不安への過度な懸念が後退したことや、植田総

裁就任後初回となる日本銀行の金融政策決定会合において、現状の金融政策の維持が決定された一方、欧米

の中央銀行は金融引き締め姿勢を維持するとの見方が強まったことなどから円安・米ドル高となりました。

７月中旬にかけては、日本銀行による金融政策修正観測などを背景に円高・米ドル安が進行する局面もあり

ましたが、その後は米大手格付け会社による米国国債の格下げや米国国債の増発懸念、根強いインフレ圧力

を受けて米長期金利が上昇したことから、11月中旬にかけて円安・米ドル高が進行しました。11月下旬以降

は、米国のインフレ圧力鈍化や米労働市場の需給緩和の兆しなどを背景に、米連邦準備制度理事会（FRB）

の早期利下げ期待が高まったほか、日本銀行の金融緩和政策の修正観測などを受けて、2023年の年末にかけ

て円高・米ドル安となりました。2024年の年初から２月にかけては、堅調な米景気指標や、FRB高官による

市場の利下げ織り込みへのけん制ともとれる発言を受けて、早期米利下げ観測が後退したことなどから、円

安・米ドル高となりました。３月上旬には、日本銀行が３月金融政策決定会合でマイナス金利政策を解除す

る可能性が意識され円高・米ドル安が進行しました。その後期末にかけては、日本銀行はマイナス金利政策

を解除しましたが緩和的な金融政策を維持する方針を示した一方、インフレ指標の高止まりを背景に米早

期利下げ観測が後退したことなどから、円安・米ドル高となりました。 

 

  

投資環境 
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投資信託証券への投資を通じて、主に世界の森林・木材に直接的・間接的に関連する企業の株式などに投資

しました。 

 
 

投資先ファンドの組入状況 

＜ピクテ－ティンバー＞ 

主に森林・木材に直接的・間接的に関連する企業の株式などに投資しました。なお、当期末の森林・木材関

連企業の株式の組入比率は、98.0％です。 

当該ファンドの投資顧問会社におけるスチュワードシップ活動の詳細につきましては以下のリンク先をご

覧ください。 

https://www.pictet.co.jp/content/dam/pamweb/jp/ja/company/sustainability/responsible/Responsible_Investment_Report_2023J_pdf.pdf 

 

◇組入上位10ヵ国・地域    

【期首】  【期末】  
国・地域名 組入比率 

 

国・地域名 組入比率 

米国 50.1％ 米国 51.5％ 

スウェーデン 8.8％ カナダ 9.0％ 

カナダ 8.5％ スウェーデン 8.5％ 

フィンランド 6.5％ フィンランド 6.5％ 

日本 5.4％ ブラジル 5.8％ 

ブラジル 4.1％ 日本 4.4％ 

南アフリカ 2.2％ アイルランド 2.6％ 

アイルランド 2.0％ オーストリア 2.3％ 

チリ 1.9％ 英国 2.2％ 

英国 1.7％ チリ 2.2％ 

 

◇組入上位10業種    

【期首】  【期末】  

業種名 組入比率 

 

業種名 組入比率 

紙製品・林産品 28.8％ 紙製品・林産品 32.3％ 

容器・包装 19.1％ 容器・包装 20.5％ 

エクイティ不動産投資信託（REIT） 18.3％ 専門不動産投資信託 16.5％ 

家庭用耐久財 9.9％ 家庭用耐久財 10.4％ 

家庭用品 9.5％ 家庭用品 6.7％ 

機械 3.1％ 建設関連製品 4.1％ 

専門小売り 2.2％ 機械 2.7％ 

建設関連製品 1.8％ 専門小売り 2.0％ 

パーソナル用品 1.2％ 石油・ガス・消耗燃料 1.0％ 

石油・ガス・消耗燃料 1.0％ 商社・流通業 0.8％  
（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示してい

ます。  

組入状況 
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◇組入上位10銘柄      

【期首】  【期末】    

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

 

銘柄名 国名 業種名 組入比率 

ポトラッチ・ 

デルティック 
米国 

エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
6.7％ ウェアーハウザー 米国 

専門不動産 

投資信託 
6.3％ 

レイヨニア 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
5.9％ レイヨニア 米国 

専門不動産 

投資信託 
5.6％ 

ウェアーハウザー 米国 
エクイティ不動産 

投資信託（REIT） 
5.6％ 

ポトラッチ・ 

デルティック 
米国 

専門不動産 

投資信託 
4.5％ 

ウエストフレーザー・ 

ティンバー 
カナダ 紙製品・林産品 3.9％ 

ウエストフレーザー・ 

ティンバー 
カナダ 紙製品・林産品 4.5％ 

グラフィック・パッケージング・ 

ホールディング 
米国 容器・包装 3.4％ 

スザーノ・パペル・ 

エ・セルロース 
ブラジル 紙製品・林産品 4.1％ 

スベンスカ・ 

セルローサ 
スウェーデン 紙製品・林産品 3.3％ 

スベンスカ・ 

セルローサ 
スウェーデン 紙製品・林産品 3.6％ 

ソノコ・プロダクツ 米国 容器・包装 2.8％ ストラ・エンソ フィンランド 紙製品・林産品 3.2％ 

キンバリークラーク 米国 家庭用品 2.7％ 
グラフィック・パッケージング・ 

ホールディング 
米国 容器・包装 2.7％ 

スザーノ・パペル・ 

エ・セルロース 
ブラジル 紙製品・林産品 2.7％ 

スマーフィット・ 

カッパ・グループ 
アイルランド 容器・包装 2.6％ 

エシティ スウェーデン 家庭用品 2.6％ ウェストロック 米国 容器・包装 2.6％ 
 

（注） 組入比率は当該投資先ファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。業種はGICS（世界産業分類基準）の産業に基づき表示してい

ます。 

 

当期末の組入上位銘柄は、 

- ウェアーハウザー ：米国の森林リート。米国に森林地を所有・管理するほか、カナダでは長期

ライセンス契約を結んだ森林地を管理。木材メーカーとしても北米最大手

の一角を占める。 

 

持続可能な方法で管理された森林は、伐採された木の代わりに、新たに成

長する木が炭素を吸収し続けることを保証。伐採された木については、ラ

イフサイクルを通じて吸収した炭素の大部分を貯蔵。持続可能な方法で管

理された森林および代替材料としての木質材料が、気候変動をはじめプラ

スチック汚染や生物多様性の損失など様々な環境問題を緩和する有力な

手段として認識されていくにつれて、同社の企業価値は長期的に高まって

いくと見込む。 

- レイヨニア ：米国の森林リート。米国南部・太平洋岸北西部、ニュージーランドに森林

地を所有・管理。 

 

持続可能な方法で管理された森林は、伐採された木の代わりに、新たに成

長する木が炭素を吸収し続けることを保証。伐採された木については、ラ

イフサイクルを通じて吸収した炭素の大部分を貯蔵。持続可能な方法で管

理された森林および代替材料としての木質材料が、気候変動をはじめプラ

スチック汚染や生物多様性の損失など様々な環境問題を緩和する有力な
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手段として認識されていくにつれて、同社の企業価値は長期的に高まって

いくと見込む。 

- ポトラッチ・デルティック ：米国の森林リート。アイダホ州および米国南部に森林地を所有・管理。木

材メーカーとしても米国上位。 

 

持続可能な方法で管理された森林は、伐採された木の代わりに、新たに成

長する木が炭素を吸収し続けることを保証。伐採された木については、ラ

イフサイクルを通じて吸収した炭素の大部分を貯蔵。持続可能な方法で管

理された森林および代替材料としての木質材料が、気候変動をはじめプラ

スチック汚染や生物多様性の損失など様々な環境問題を緩和する有力な

手段として認識されていくにつれて、同社の企業価値は長期的に高まって

いくと見込む。 

- ウエストフレーザー・ 

ティンバー 

：カナダの木材製品メーカーで、北米最大手。カナダのブリティッシュコロ

ンビア州、アルバータ州のほか、米国南部、英国、ヨーロッパに合わせて

60以上の製造拠点を有する。 

 

木質建材は、鋼材やコンクリートと比較して製造時の消費エネルギー量が

少なく、ライフサイクルを通じて炭素を貯蔵する性質を有することから、

気候変動の緩和に貢献する代替材料となる。このため、今後、気候変動へ

の対応が進められる過程で、木質建材の利用が拡大し、同社業績の長期的

な成長をけん引すると見込む。自社の事業活動においては、2030年までの

温室効果ガス排出量の削減率目標をスコープ１および２で46.2％（2019年

比）、スコープ３で25％（2020年比）に設定。 

- スザーノ・パペル・エ・ 

セルロース 

：ブラジルの紙・パルプメーカー。広葉樹パルプの世界最大手で、印刷用紙

や板紙、ティッシュペーパーなどの紙製品の製造も行う。 

 

同社は広大な森林基盤とブラジル最大の民間保護原生林を有しており、こ

れが炭素の除去と貯蔵に貢献。自社の事業活動においては、2030年までの

環境目標として、温室効果ガス排出量をスコープ１および２で15％削減

（2015年比）することを掲げるほか、プラスチックやその他の石油ベース

の製品に代わる再生可能資源からなる製品1,000万トンの供給を目指す。

脱プラスチックに向けた世界的なトレンドが、同社業績の長期的な成長を

けん引すると見込む。 

などとなりました。 

 

＜ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY＞ 

短期金融商品等に投資を行い円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目指し運用を

行ってまいりました。 
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当期の収益分配は、基準価額の水準および市況動向等を勘案し、見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配にあてなかった留保益の運用については、特に制限を設けず、委託者の判断に基づき、元本

部分と同一の運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第３期 

2023年３月31日～ 
2024年４月１日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,426  
 
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 「当期の収益」および「当期の収益以外」は小数点以下を切捨てて表示しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 

（１）投資環境 

株価が織り込んでいる森林地の評価は、プライベート・エクイティ市場での比較可能な資産に対してディス

カウントされた水準にあります。木材価格の動向に大きな影響を与える米国の住宅市場については、短期的に

は金利上昇が重しとなるものの、安価な住宅や比較的多くの木材を使用するタイプの一戸建て住宅などを中

心とした需要の高まりと良好な人口動態を背景に、長期的な成長を見込んでいます。一方、木材の供給につい

ては、カナダからの供給が産地の事情により減少し始めていることに加え、米国南部の製材能力は徐々にしか

増強されていない状況です。そのため中期的にみると、木材価格には上昇圧力がかかりやすい環境にあると考

えます。また電子商取引の力強い成長などは、段ボールやその他の紙ベースの包装材の需要を増加させるもの

と考えます。衛生用品とパルプは当該事業の成長が景気に左右されにくく、新興国の生活水準向上の恩恵を受

けると考えられます。このように当ファンドの投資対象とする森林・木材関連企業については長期的な利益成

長が期待され、これらの企業の株価は、EV/EBITDA倍率や株価純資産倍率（PBR）などの評価指標を考慮すると

世界の広範な株式市場よりも低い水準で取り引きされています。持続可能な方法で管理された森林と木材は、

気候変動やその他多くの環境問題（プラスチック汚染、化石エネルギー・材料の代替、枯渇する鉱物、生物多

様性の損失）の緩和に大きく貢献します。このような環境面でのメリットが収益化されていくことで、森林や

森林のバリューチェーンを担う企業の価値はますます高まっていくと考えています。 

 

（２）投資方針 

投資信託証券への投資を通じて、主に世界の森林・木材に直接的・間接的に関連する企業の株式などに投資

します。実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行いません。 

 
※投資先ファンドの主な投資方針につきましては、12ページをご覧ください。 

  

収益分配金 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 97  0.794  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 41)  (0.332)  ・ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、各種情報提供等、 
 基準価額の算出等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 54)  (0.442)  ・購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンド 
 の管理および事務手続等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  2)  (0.020)  ・ファンドの財産の保管・管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

（b） そ の 他 費 用 68   0.555   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 34)  (0.282)  ・監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） ( 33)  (0.273)  ・その他は、一部の組入れ投資信託証券の管理報酬および目論見書、運用報告 
 書等法定の開示書類の作成等に要する費用その他信託事務の処理等に要する 
 諸費用 

 合 計 165   1.349    

期中の平均基準価額は、12,225円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は1.45％です。 
 

  

  
（注） ①の費用は、「１万口当たりの費用明細」において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券です。 

（注） ①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） ①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） ③その他費用の比率が入手できない投資信託証券の場合、②運用管理費用の比率に総経費率を集計しています。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

外 
国 

 口 千円 口 千円  
ピクテ－ティンバー 541 23,625 1,482 64,801  

 
（注） 金額は受渡代金です。 

（注） 単位未満は切り捨てています。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○特定資産の価格等の調査 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2024年４月１日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY 2 2 215 0.1 

ピクテ－ティンバー 5,200 4,259 218,557 99.1 

合 計 5,202 4,261 218,773 99.2 
 
（注） 比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注） 口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

  

投資信託証券 
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○投資信託財産の構成 (2024年４月１日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資証券 218,773 98.4 

コール・ローン等、その他 3,585 1.6 

投資信託財産総額 222,358 100.0 
 

（注） 評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年４月１日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 222,358,938   

 コール・ローン等 3,585,570   

 投資証券(評価額) 218,773,368   

(B) 負債 1,782,588   

 未払金 253,430   

 未払解約金 657,356   

 未払信託報酬 815,092   

 その他未払費用 56,710   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 220,576,350   

 元本 152,896,054   

 次期繰越損益金 67,680,296   

(D) 受益権総口数 152,896,054口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,427円 

 
＜注記事項（当運用報告書作成時点では、監査未了です。）＞ 
（貸借対照表関係） 
（注） 期首元本額 183,331,235円
 期中追加設定元本額 44,313,759円
 期中一部解約元本額 74,748,940円
（注） １口当たり純資産額 1.4427円
 

○損益の状況 (2023年３月31日～2024年４月１日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △     1,430   

 受取利息 6   

 支払利息 △     1,436   

(B) 有価証券売買損益 55,706,250   

 売買益 66,411,803   

 売買損 △10,705,553   

(C) 信託報酬等 △ 2,789,096   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 52,915,724   

(E) 前期繰越損益金 1,460,420   

(F) 追加信託差損益金 13,304,152   

 (配当等相当額) (   6,543,328)  

 (売買損益相当額) (   6,760,824)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 67,680,296   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 67,680,296   

 追加信託差損益金 13,304,152   

 (配当等相当額) (   6,543,328)  

 (売買損益相当額) (   6,760,824)  

 分配準備積立金 54,377,574   

 繰越損益金 △     1,430   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除
後の有価証券等損益額（45,889,075円）、信託約款に規定する収
益調整金（13,302,722円）および分配準備積立金（8,488,499円）
より分配対象収益は67,680,296円（10,000口当たり4,426円）で
すが、当期に分配した金額はありません。 

 
 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 



＜組入投資信託証券の内容＞ 

 
 
ピクテ－ティンバー 
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国投資法人／円建て 

主 な 投 資 方 針 

・主に世界の森林・木材に直接的・間接的に関連する企業の株式などに投資し、元本の成
長を目指します。 

・上場企業が発行する株式などに分散投資します。 
・投資対象地域は特定の地域に限定されません（新興国を含みます）。 

関 係 法 人 

管  理  会  社： ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ 
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ 
保管受託銀行： ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エス・エイ 
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ 

主 な 費 用 
管理報酬等合計：純資産総額の年率0.59％ 
※その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。 

決 算 日 毎年９月30日 

「iTrustティンバー」は当期末現在において「ピクテーティンバー」（ルクセンブルグ籍外国投資法人）投資証券および
「ピクテーショートターム・マネー・マーケットJPY」（ルクセンブルグ籍外国投資法人）投資証券を組入れております。
以下は、当該組入投資信託証券の内容です。 
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ピクテ－ショートターム・マネー・マーケットJPY
形態／表示通貨 ルクセンブルグ籍外国投資法人／円建て

主 な 投 資 方 針
・円建てでの高水準の元本の安定性と短期金融市場金利の確保を目的とします。
・短期金融商品等に投資します。
・投資する証券の発行体の信用格付は、A2／P2以上とします。

関 係 法 人

管 理 会 社：ピクテ・アセット・マネジメント（ヨーロッパ）エス・エイ
投資顧問会社： ピクテ・アセット・マネジメント・エス・エイ
保管受託銀行：バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店
名義書換事務代行会社、管理事務代行会社、支払事務代行会社：ファンドパートナー・ソ
リューションズ（ヨーロッパ）エス・エイ

主 な 費 用

管理報酬、サービス報酬、保管受託銀行報酬および販売関連費用の合計：純資産総額の年
率0.3%（上限）
※ その他、信託財産に課される税金、弁護士への報酬、監査費用、有価証券等の売買に係
る手数料等の費用が信託財産から支払われます。

決 算 日 毎年９月30日

バンク・ピクテ・アンド・シー（ヨーロッパ）エイ・ジー　ルクセンブルグ支店
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